



Influence of high turbid water generated from a huge landslide occurred in the headwater 







A large-scale landslide occurred in May 2015 in headwaters of Tedori River at the foot of Mt. Hakusan. Highly turbid 
water has been generated from the landslide, which has had wider and seriously inﬂuences on the downstream area 
by such as rice paddy irrigation systems, ground water system, fresh water and coastal ﬁsheries. Airborne LiDAR 
data and series of air photos were employed to analyze topographical features, this landslide occurred within the old 
landslide body. The suspended solids and sediments showed high pH and Ca concentrations, which gave the effects 
on the early growth stage of rice plant and the uptake of essential microelements. Miyatake settling basin has a role 
to prevent sediment from ﬂowing into farmlands. Sediment heights of the sand settling channels were measured and 
the volume of total sediment was estimated, then it was concluded that the settling basin has performed very well. 
From May 2015 when the high turbid water occurred, the groundwater tables in the alluvial plane began to decrease 
seriously. So, it has been required to analyze the water balance in the aquifer and evaluate the inﬂuence of turbid 
water. A hydrologic model was developed for the analysis and evaluation. The model performance was very good 
and it is expected that the model will be available to predict the inﬂuence of the turbid water. Since the sharp decline 
of groundwater level has gave a serious damage to Pungitius sp.1, it is considered that the addition of spring-fed 
ponds with groundwater lifting pumps is urgently required for the future depletion of spring water.














































































































いて日本海に注ぐ。流域面積は 809km2 、 幹線
流路延長 72km で、水源から河口までの平均勾








































2015 年 5 月に発生した地すべり前後の地形
変化に関して、国土交通省金沢河川国道事務所
から提供を受けた地すべり前（2014 年 11 月）









（2016） か ら ESRI 社 提
供の取り込みツールを用
いて ArcMap に取り込ん




















2015 年地すべりの微地形を図 3 に示す。
2015 年 5 月に崩れた地すべりは、滑落崖か
ら渓流の堆積地まで移動水平距離 800m、幅
300m、滑落崖の長さ 400m、幅 300m、崩壊深









































いところで 100m に達し、以前の河床より 10m
程度上昇したことが分かった。狭窄部までの







































化していることが推定された。2014 年 10 月に
は地すべり下部の一部が崩落した。その面積は































た原因について検討を行う。図 7 は過去 4 年間
の月降水量、日最大降水量を示したものである。
2013~2014 年にかけて降水量が多く、2013 年 7
月には月降水量が 630mm に上った。また 2014
年 8 月には月降水量 535.5mm、時間雨量 29mm
の豪雨があった。さらに 2014 年は降雪量が多
く 12 月にしては月降水量が 603mm に上ってい
る。8 月の降雨以降、地すべり下部の崩壊が発
生し、2015 年 5 月の雪解け時期に本格的な地








































































し、平成 22 年 3 月に完成した施設である。沈
砂池の全長は 42m で、6 連の沈砂溝からなり、










溝 33.5m を 3.3m ごとの 10 点に分割し、全 6 連
の左右両岸の計 120 点を測定した。測点の位置

































































庁 , 2015）と SS の関係を調べてみた（図 12）。
8 月上旬までは、降雨量と連動して SS が増減
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手取層群（前田 , 1958; 平・松尾 , 1983; 松川・

























砂岩層中の方解石のδ 13C は、+2 ～ -2 ‰ の値
を示す（森清・佐藤 , 2002）。手取層群上部は、
赤岩亜層群と名付けられ、主として河川成層か


















年 5 月 27 日に三ツ又において、2015 年 6 月 29
日、6 月 30 日に野々市市内の灌漑用水路中にお
いて試料ビンに採取した。これら採取試料を実
験室内で風乾し、分析試料とした。堆積物試料











































定炭素同位体比（‰）は、-7.64 ～ -13.93 であっ
た（Okazaki et al., 2015）が、酸処理によって 





塩酸処理前炭素(A) 塩酸処理後炭素(B) A - B (A – B) / T x100 
6.1                          1.6                         4.5                   74
9.1                                5.1                         4.0                   44
8.1                                4.2                         3.9                   48
6.4                                3.0                         3.4                   57
7.4                                3.6                         3.8                   51
3.9                                1.9                         2.0                   51































位の変化を見ると、図 13 に示すように、昨年 


























































































































































2013）。2015 年もトミヨの繁殖期である 3 ～ 7
月にドジョウかご調査を竹藪用水で実施した。






の最上流部より A2 地点方向を 2015 年 9 月
30日に撮影）
図 18．熊田川上流部の水涸れ（熊田川K22地点より















水へ遡上するトミヨを対象として、図 20 の A2
地点付近に 5 個のドジョウかご（三谷釣漁具店、







するため、2015 年 4 月 21 日～ 7 月 8 日の期




与えた影響を推定するために、図 20 の A2 ～
A6、K10 ～ K21 の 12 地点でトミヨの個体密度
調査と水理環境調査を実施した（A2 は竹藪用
水、A3、A6 は粟生用水、K10 ～ K13 は熊田川
図 19．安産川上流部の減水状況（Y6地点より Y5地




中流部、K14 ～ K21 は熊田川上流部の調査地
点）。また、手取川扇状地右岸の安産川流域に
おいても、熊田川と同様に、湧水の消失や減水




定式押し網 bl-S3、間口 0.80m、目合い 3.0mm）
とタモ網（マルシン漁具、間口 0.35m、深さ
0.31m、目合い 3.0mm）を用いて、1 地点あた













M100 を、pH は堀場製作所コンパクト pH メー
タ LAQUAtwin B712 を、EC は堀場製作所コン
パクト電気伝導率計 LAQUAtwin B771 を、DO
は堀場製作所溶存酸素計 OM-51-2 を用いて測
定した。安産川では 2015 年 11 月 28 日に、熊
田川・粟生用水・竹藪用水では 11 月 5 日に調
査を実施した。
3） 結　果
2015 年 3 ～ 7 月のドジョウかご調査で採集
されたトミヨの総数は 616 個体で、上田ら（未
発表）および Nishizono ら （2013） と合わせて、
図 22 に示す。繁殖時期である 3 ～ 7 月のトミ
ヨの採集数は 249 ～ 1,153 個体と大きな幅で変
化しており、2015 年の採集数は、過去の平均
採集数の 556 個体とほぼ同等であった。
竹藪用水の上流部で 2009 ～ 2013 年に測定し






















































































Y1 3.0 4 1.33 50 50 45 40 
Y2 3.0 0 0.00 N/A 
Y3 3.0 0 0.00 N/A 
Y4 3.0 2 0.67 50 47 
Y5 3.0 0 0.00 N/A 
Y6 3.0 0 0.00 N/A 
(熊田川) 
K10 5.0 1 0.20 50 
K11 51.5 1 0.02 48 
K12 14.0 1 0.07 38 
K13 26.5 5 0.19 50 45 42 41 40 
K14 9.5 1 0.11 43 
K15 1.5 0 0.00 N/A 
K17 1.5 0 0.00 N/A 
K18 1.5 0 0.00 N/A 
K21 1.5 0 0.00 N/A 
（粟生用水） 
A6 1.5 0 0.00 N/A 
A3 1.5 0 0.00 N/A 
（竹藪用水） 











竹藪用水に 2015 年 4 月下旬より流入した濁
水は、ドジョウかご調査の結果に大きな影響を
与えていない。濁水がトミヨの繁殖行動や再生
産に与える影響は、2016 年 3 月以降のドジョ
ウかご調査の結果に反映すると当初考えていた






流の植生被度は 0% となり（表 3）、K15 地点よ
り上流でトミヨは確認できなくなった（表 2）。
一恩ら（未発表）によれば、表 3 に示すように、











































































Y1 0.53 0.32 8.9 6.59 194 6.8 62 50
Y2 0.55 0.04 8.9 5.49 240 6.7 16 5 
Y3 0.40 0.06 9.2 6.11 240 6.9 27 80
Y4 0.33 0.05 8.0 6.32 75 7.3 28 40
Y5 0.27 0.14 7.9 6.98 83 7.3 8 80
Y6 0.06 0.30 7.9 7.94 84 7.1 10 5 
(熊田川) 
K10 0.59 0.11 14.3 7.39 146 7.8 N/A 20
K11 0.48 0.05 13.3 7.17 134 7.6 10 60
K12 0.10 0.18 13.9 7.20 142 7.3 7 35
K13 0.38 0.10 13.7 6.76 140 7.7 10 30
K14 0.32 0.15 15.3 7.89 142 7.1 21 25
K15 0.19 0.08 15.8 6.90 135 7.5 22 40
K17 0.17 0.08 15.9 6.55 133 7.5 17 35
K18 0.41 0.02 15.5 6.13 132 7.4 4 0 
K21 0.20 0.16 15.2 6.81 124 7.4 20 0 
（粟生用水） 
A6 0.32 0.10 14.8 6.08 124 7.3 14 0 
A3 0.11 0.28 14.6 6.86 124 7.3 15 0 
（竹藪用水） 
A2 0.21 0.01 14.4 6.09 119 7.2 10 0 










 竹藪用水 1 0.00 - 
粟生用水 2 0.00 0.00 
熊田川上流部 5 0.02 0.02 







竹藪用水 10 5.19 1.23 
粟生用水 23 0.04 0.03 
熊田川上流部 60 0.25 0.06 
熊田川中流部 28 0.20 0.06 
熊田川下流部 36 0.05 0.02 
六ヶ用水ほか 83 0.08 0.05 
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